
Ⅳ．英雄の神話	

(Ａ)ヘラクレス	

		

(1)	 素性	

父アンピトリュオン	

(英雄ペルセウスの孫、元ティリュンス王)	

・義父を殺したかどでアルゴス全土から追放される(Ap.85)。	

	 ・ステネロスにより、ミュケナイとティリュンスの支配権を奪われる。	

	 ・テーバイに妻子とともに身を寄せる。	

	

	 ヘラクレス	

	 ・赤子の時から怪力をあらわす。	

	 ・メガラと結婚するが、狂気に襲われて子らを殺した贖いとして、ティリュンスで	

エウリュステウス王のために 12 年間にわたり奉仕することを命じられる(Ap.89.9-末 4)。	

	

	 	 	 	 いでたち	 ・ライオンの皮をまとう(18 歳でキタイロン山のライオンを退治)(Ap.87)	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	・ネメアで切り取った棍棒を持ち歩く(ネメアのライオンに対しては弓が通用しない)	

	

	

(2)	12 の難業	

	 1.	Nemea の Lion の皮をとってくる	 ――	 “invulnerable	beast”なので窒息させて殺す	

	 	

	 2.	Lerna の Hydra(水蛇)退治	 ――	 ・次々と生えてくる首を焼いて止め、真ん中の不死身の首は切	

り離して土の中に埋め、重い石をのせる	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・イオラオスの援助があったのでカウントされず	

	 3.	Keryneia の Hind(牡鹿)の生け捕り	 ――	 殺さずに一年間追い回して疲れさす	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (その配慮のため、アルテミスにも許される)	

	 4.	Erymanthos の Boar(猪)の生け捕り	 ――	 追い続けて疲れ果てたところを捕える	

	 	 	 	 	 	 	 ・途中、ケンタウロスのポロスのもとでもてなされ、酒の甕を開ける	

	 	 	 	 	 	 	 ・他のケンタウロスたちが攻撃をしかけて来るので、遠方まで追い払う	

	 5.	Augeias 王の Stable(厩)(dung-clogged	stables)の掃除	 ――	 ？？	

	 	 	 	 	 	 	 ・オリンピアの神殿メトペによれば、アテナ女神の助言があったらしい	

	 	 	 	 	 	 	 ・アウゲイアスに報酬を約束させたので、カウントされず	

	 6.	Stymphalis 湖の鳥たちを退治	 ――	 害鳥？	

	 	 	 	 	 	 	 ・青銅のカスタネットを貸す。飛び立たせて sling(ひも投石)で射落とす	

	 7.	Kreta 島の Bull(牡牛)の生け捕り	 ――	 ここからは遠距離移動を伴う難業	
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	 8.	Thrakia の Man-eating	Mare(牝馬)の生け捕り	 ――	 エウリュステウスも手に余す馬	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (山で野獣に殺される)	

	 9.	Hippolyte(アマゾン女王)のベルト	 ――	 ？？	 (Ap.95-97)	

	 												・Hippolyte は合意したが、他のアマゾン女たちが争いを起こす	…ロマンスということ？	

	 	 	 	 	 (ヘシオネの救出；ポリュゴノスとテレゴノスとレスリングをして殺す)	

	 10.	Geryones の牡牛たちを連れて来ること(生け捕り)	 (Ap.98-99)	

	 	 	 	 ・オケアノス近くのエリュテイアまで遠征	

	 	 	 	 ・神の助力を得る(ヘリオス神、ヘパイストス神)	

	 	 	 	 ・牛たちの奪取と移動に手を焼く	

	 (1)ゲリュオネスも番犬も牛飼いをも殺す	

	 (2)牛を奪おうとするイアレピオンとデルキノスをも殺す	

	 (3)脱走した牛を囲い込むエリュクス王をも殺す	 	 	 	 	 	 …のに、牛は殺さず連れて来なくてはならない	

	

	 11.	Apples	of	Hesperides	 ――	 西の果て/リビア(北アフリカ)/ヒュペルボレオイ人の地(極北)か？	

	 	 	 (Ap.99-102)	 	・キュクノス(アレスの子)との一騎討ち	…雷でもって引き分けにされ、	

アレス神の敵とならずに済む	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・ネレウス(海の老神)をおさえつけて屈服させ、行くべき場所を聞き出す	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・ブシリス殺し、エマティオン殺し。アンタイオスを持ち上げた状態で絞め殺す	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・リンドスでは牛を一頭奪って食う	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・プロメテウスの解放	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・アトラスとの間抜け(？)な駆け引き	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・林檎は結局、人間の手に余る：アテナ女神を介して戻す	

	

	 12.	Kerberos	fetching	(Ap.102-3)	

	 	 	 	 	 ・冥界に降るまでの諸問題	(秘儀、浄め、タイナロン)	

	 	 	 	 	 ・テセウスをかろうじて救出する	

	 	 	 	 	 ・ケルベロスの生け捕り	 (プルトンの許可、犬を押さえつけて屈服さす)	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 →すぐまたハデスに戻す	

	

(3)	ヘラクレスの特性	

	 	 ①超人性	 ――	 怪力。生死の超越も許された。	

	 	 ②Endurance	 ――	 10 年にわたる 12 の難業ほか	 (怪力だけでなく、時間と屈辱に対して強い)	

	 	 ③人類の恩恵者	 ――	 害獣退治(1,2,6,8)、悪人退治(10,11)	

	 	

	 ④反社会性も	 	 	 	 ・狂気	(子殺し、イピトス殺し、リカス殺し…Ap.111.1)	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・女性問題	(イオレ、デイアネイラ。テスピアイ王の 50 人の娘と交わる…Ap.88)	

																								・略奪行為	(ロドス島での牛食い…Ap.101、デルポイでの Tripod 奪取…Ap.104)	

	

ヨーロッパのwild	beastsを退治しながら

ジブラルタル海峡に至り、“Pillars	of	

Hercules”を立てる(＝巨大土木工事)	



	 	 ⑤神々との良好関係	 	 	 ・ゼウスの保護により、アレス(11)やアポロンとの対決は避けられる	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・アルテミス(3)、ハデス(12)から許諾を得る	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・プロメテウス(11)との恩義	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・アテナ(5,6)、ヘリオス(10)からの援助	

	

	

	

	

	

	

次回	 トロイア戦争とアキレウス	

Bulf.	274-94	

Apollod.	181.9-192.末 6	


